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 まちづくり勉強会がはじまりました 第 1 回 8 月 30 日、第 2 回 9 月 27 日開催されました
 

まちづくりをもっと身近なものにしよういうことを目的に、まちづくり入門編としての勉強会が始まり

ました。８月３０日（木）の第１回をスタートに、来年１月の第６回までのシリーズで開催されます。今

年度のまちづくり勉強会は、まちサポのメンバーがそれぞれ参加しているまちづくりの体験などについて

話題提供し、参加した皆さんと一緒に身近なまちづくりについて考えようというものです。 

第１回：８月３０日（木）  「はじめての市民活動①」 

    話題提供者：宇野藍子さん 

古文書講座講師やパソコン教室のインストラクターの経験など

の自己紹介、市民活動にはじめて参加したキッカケとまちサポでの

活動体験について、若者の立場から話題提供がありました。この話

題をもとに若者がどうしたら市民活動に参加できるか、初心者が市

民活動団体を立ち上げるにはどうすればよいかなどについて、若い

話題提供者に対して、まちづくりのベテランのみなさんからアドバ

イスやはげましがあり、活発な意見交換が行われました。 

第２回：９月２７日（木）  「私のまちづくり参加①」  

    話題提供者：大杉直行さん 

平成１６年“広報いるま”で「まちづくり推進組織準備会」のメンバー募集に応募し、採用されてから

市民活動へのスタートをきった大杉さんは、その後高齢者福祉分野

にも活動の場を広げ、介護相談員、認知症ケア専門士などの資格も

取得して活動していること、また「シニアでまちづくり」や「市政

を考える市民の会」を立ち上げるなど、幅広く活動を展開している

様子について話されました。 

参加者のみなさんもそれぞれの市民活動をはじめたキッカケに

ついて体験を話すなど、積極的に自ら進んで会に飛び込んだ人、声

を掛けられて参加するようになった人、家族の介護の体験をきっか

けに参加した人など、様々な実例が報告されました。今後のまちづ

くり参加への呼びかけに役立ちそうな話題が満載で、大変参考になりました。 

第３回：１０月２５日（木）  「私のまちづくり参加②」  

    話題提供者：人見友章さん（次ページへ続く） 

人見さんは、市民活動を始めた経緯や市民活動の魅力等を自らの体験談について、『第１回「市民のい

るま塾」で、講師から聞いた「教養とは人と人が仲良くなるためにあるものだ。学んでいたからあんな人

と出会えた、こんなやり取りができたということを生きるたのしみにできないものか」の言葉に感動しま

した。無芸な私にとって、「市民のいるま塾」の講座を受講したことが、まちづくりに参加するようにな
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《コラム》 

今年もイルミン庭園？にゆずがなり始めました。 

収穫してロビーにおきたいと思います。 

また、コミカフェも知名度が上がったのか、連日利用があります。 
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市民活動支援講座として、地域で活動している NPO のみなさんが活躍す

る上で参考となり、課題解決の糸口をめざす講演とワークショップが開催

されました。 

今回は多くの学校やマスコミでも取り上げられるなど注目を集めている

NPO 法人放課後アフタースクール代表の平岩国泰氏を講師に迎えて、「放

課後 NPO アフタースクール」の活動紹介をしていただき、情報発信、資金

調達、地域とのネットワークづくりなどを中心に NPO 運営力アップのコツ

を伝授していただきました。参加者は 20 名ほどで、講演後のワークショ

ップでは、各団体の参加者が自分たちの団体の運営力について記入したア

クションシートをもとに、活発な意見交換が行われました。 

平岩氏は、「放課後プログラム」を通じて地域、学校、企業の活性化を支

援し、ホンモノの料理人、建築家、漫画家、音楽家、芸人など一流の人を

講師に、ホンモノのモノづくりや遊びの体験を子供たちに提供し、自ら参

加、ホンモノ、継続型、発表の場の 4 つを活動テーマにしていると、放課

後アフタースクールの活動を詳しく紹介していただきました。また、NPO

活動とボランティア活動の違いや NPO の組織力強化のためには収入の分

散・拡大と仲間を増やすこと、情報発信が運営力強化のポイントだと力説

されました。 

 講演後のワークショップでは、収入、仲間の拡大、情報発

信の各項目について、自分たちの団体がしっかりと取り組め

ている所は〇、もう一歩の所は△、取り組めていない所は×

などアクションシートで確認、これらをもとに、講師からア

ドバイスをいただきながら、それぞれの活動について意見交

換を行いました。今後の活動に直接役立ちそうなノウハウを

学ぶことができたと、研修講座後のアンケート結果から多く

の参加者の高い評価が見てとれました。 

ったキッカケで、地域に大きな友達の輪ができました。「来た話・誘いは断

わらない」の姿勢で、様々な活動に参加してきたのがよかったと思ってい

ます』と話しました。また、団塊の世代などの退職者が、人見さんと同じ

ように地域デビューをするには何かキッカケになるものが必要ではないか

ということから「盛人式」を提案、これについて活発な意見交換で盛り上

がりました。人見さん提案の「成人式」の概要 市民と市の協働事業で毎

年 3 月に市民会館で盛人式を開催・毎年 65 歳になった人に市報・個人宛

の通知で案内・65 歳になったらこう変わるという“生活情報の提供”・講演会（充実した中高年の生き

がいづくり）・市民団体による相談、会員募集コーナー等> 

◆今後のまちづくり勉強会(第４回以降)の日程◆ 

 日 程  タイトル 話題提供 

第４回 １１月２９日（木） 私のまちづくり参加③ 石川和子 

第５回 １２月２０日（木） はじめての市民活動② 宇野藍子 

第６回 １月３１日（木） 私のまちづくり参加④ 杉山若江 
 

 かがやく NPO へ－自立した市民活動への道－ 9 月 7 日に開催されました  

 
講師 平岩国泰氏 

NPO 法人放課後アフター

スクール代表理事 

96 年慶應義塾大学経済学

部卒業、㈱丸井に入社、人

事、経営企画などを担当。

長女の誕生をきっかけに

2005 年 11 月に「放課後

NPO アフタースクール」の

活動を開始、09 年 6 月

NPO 法人化。グッドデザイ

ン賞(2 年連続)など各賞受

賞。11 年会社を退職し

NPO 活動に専念。 

※いずれの回も、時間は午前

１０時～１２時まで、会場はイ

ルミン活動室２。参加申し込み

は、市民活動センターまで( 当

日参加も可 ) 

《コラム 2》豊水橋下流から霞川合流点で、入間川の右岸沿いを歩きながら水辺の 

植物観察、エビとりやサカナとりなどの川遊びを行う第 1 回～第 3 回の入間川 

川遊びシリーズが、河川の動植物に詳しい入間市環境アドバイザー・環境再生医の 

観察指導で行われました。いずれも早朝の 6 時 30 分から 2 時間ほどの川沿い散策 

と川遊びに、大人たちも童心に帰って楽しみました。第 2 回の様子は入間ケーブル 

テレビで放映されました(入間川ビオトープネットワーク研究会主催) 
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このコーナーでは、市内で活動する団体の皆さんに登場いただき、活動内容やイベント情報の提供をしています。

特定非営利活動法人  

With Nature（ウィズ ネイチャー） 
代表：加納 仁志 http://withnature.jp/ 

〒358-0011 入間市下藤沢 403-4 

乳幼児の育ちを学ぶ会 

フレンズ 
連絡先：中島 理子 TEL080-3007-3903 

〒358-0024 入間市久保稲荷 1-8-1-3-302 

ウィズネイチャーは、子供たちが豊かな自然環境の中

で、のんびりゆっくり健やかに育って欲しいことを願っ

て設立いたしました。田植え、稲刈り、畑を耕したり、

といった農業体験、キャンプや山遊びなどの機会をご提

供しています。 

もう一つ目的がございます。障害のある、なしに関係

なく、誰でも一緒に共生できる社会をめざすことです。

現在、発達障害の当事者の方に、会話のワークショップ

と運動教室の機会をご提供しています。小学生から成人

の方まで、幅広く対象とさせていただいております。 

具体的な活動は、月に二回市民活動センターもしくは、

健康福祉センタースタジオで運動教室と、会話のワーク

ショプを開催しております。時間は 1 時間ほどです。 

農業体験、自然体験は無農薬でお米を作っていらっし

ゃる長野県東御市の農家の方とタイアップ、年に数回の

農作業並びに東御の豊かな自然環境での山遊び、フィー

ルドアスレチックなどのイベントを行っています。 

来年から、入間市のお隣、日高市でお米作りを始めま

す。約 1 反（およそ３００坪）の農地をお借りし、自然

農法でお米を作りたいなぁ、と考えております。今後は

お子様、ハンディキャップのある方だけでなく、ご年配

の方にも運動教室と会話のワークショップを通じて、体

力の回復、維持、認知症の防止、コミュニケーション能

力回復のお手伝いができれば、と考えております。 

ウィズネイチャーは今年の 4 月に産声を上げ、まだま

だヨチヨチ歩きでございます。少しでも地元入間のお役

立ちたい気持ちで、いっぱいでございます。どうかみな

さまの暖かいご支援よろしくお願いいたします。 

ブログは毎日更新、ウィズネイチャーの四方山話を綴

っております。お時間ございましたら、ぜひご覧いただ

きたく、お願いいたします。 

 

≪デッキブラシによる除草≫ 

毎月 1 回、市民活動センターに集まり、子どもとお

となの関わりについて語り合っています。2006 年 9

月からはじめて、丸 6 年がたちました。メンバーのほ

とんどは、保育園、障がい児施設、学校、子育てひろば

などで働いていますが、現場から離れているメンバーも

います。 

子どもたちは保育園や学校などで、鬼ごっこをした

り、さんぽに出かけたり、クイズやゲームをしたりして、

楽しい時間を過ごしています。そんな中、気に入らない

ことがあるとすぐに物を投げる、友だちに手をあげる、

「バカ」「死ね」を連発する、昼寝のときに騒ぐ、偏食

がひどい、そういった子どもの姿もたびたび見られま

す。 

「どう対応していけばいいのだろうか」「自分と子ど

もの関わりは、これでいいのだろうか」という疑問を持

ちながら、私たちはそれぞれの職場で子どもたちと関わ

っていました。そこで、悩みを持ち寄り、手立てを考え

ていく場として、「乳幼児の育ちを学ぶ会 フレンズ」

を始めることにしました。 

「フレンズ」には、スーパーバイザーとして、東久留

米市公立保育園の元園長・嶋さなえ先生に来ていただい

ています。現在も三多摩公立保育所連絡会（都内 26 市）

で学習会などの活動をされていらっしゃいます。嶋先生

はご自身の著作『保育における人間関係発達論』（ひと

なる書房）のタイトルからもうかがえるように、子ども

とおとなの関係、子どもどうしの関係、保護者と職員、

保護者どうし、職員どうしの関係を大切なものとして、

実践を積み重ねていらっしゃいました。 

フレンズでは、「おとなと子どもの関係を安心できる

関係にすることが最重要課題」「乳幼児の時期に人間へ

の信頼を根底から作っていく」といった助言をいただき

ながら、日々の具体的な子どもたちの姿を出し合って、

どのように理解を深めていけばいいのか、話し合ってい

ます。 

昨今の悲惨な事件に思いをめぐらせると、それらの学

びがさらに重みをもって私たちの胸に響いてきます。子

どもとの関わりに関心をもたれていらっしゃる方はど

なたでも参加できます。お気軽にご連絡ください。 

メール：satokon@triton.ocn.ne.jp 

  活動団体紹介   
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◆「市民活動情報ポータルサイトの立上げ進む」 
平成２４年度の入間市市民提案型協

働事業（まちサポ、入間市）としてポ

ータルサイト「いるま市民ひろば」の

構築が進んでいます。本ポータルサイ

トでは、市民活動団体やサークルなど

が開催する市内の様々なイベントの情

報を掲載します。 

また、活動団体についても活動内容

や連絡先などの情報を提供します。こ

れにより、入間市民にとって、地域開

催されるイベントに気軽に参加でき、

興味のある市民活動団体の活動内容や

最近の状況を知ることもできます。 

一方、市民活動団体にとっては、開

催イベントの告知が容易になります。

さらに、団体の紹介もきめ細かくでき

るなど、活動団体のパワーアップ手段としてサイトを活用できます。 

 

 

◆12/15(土) 誰もが目をひくチラシ作成講座  
まちサポ主催の市民活動団体を対象にしたチラシ作成講座。チラシはどんなに内容が充実していても綺麗で

あっても、それを手に取ってもらえなければ効果はありません。手にしてもらえるようにするにはどうすれば

よいのか？ それは他に比して目を引くものでなければなりませ

ん。ワードでトライしてみましょう。 

日 時：12 月 15 日（土） 午前 10 時～12 時 

場 所：入間市市民活動センター（イルミン）活動室２ 

対象者：ワード 2007、2010 が使えてパソコンを持参できる方 

定 員：10 名程度（応募者多数の場合は抽選による） 

参加費：500 円（資料代含む） 

締 切：12 月 10 日（月） 

◆ 平成 25 年度の市民提案型協働事業について 

現在、平成 24 年度の７つの市民提案型協働事業を実施しています。平成 25 年度も継続して実施する予定

であり、その概要およびスケジュールついては以下のとおりです。 

❐募集する事業：①自由提案事業 ②テーマ設定提案事業（平成 25 年度のテーマは、11 月 15 日号の 

｢広報いるま｣をご覧ください。) 

❐事業実施期間：平成 25 年５月から平成 26 年２月まで（10 ヶ月間） 

❐事業経費補助：上限 20 万円 

＜今後のスケジュール＞ 

平成 24 年 12 月 1５日（水） 事業説明会 

平成 24 年 12 月 1６日（木）～平成 25 年１月 23 日（水） 応募期間 

平成 25 年 1２月 13 日（水） 第１次審査（書類審査） 

平成 25 年 1４月 1４日（木） 第２次審査（公開プレゼンテーション） 

 

 

  センターからのお知らせ 

http://www.machisapo.com/ 

編集・発行／まちづくりサポートネット元気な入間（市民活動センター内）

「いるま市民ひろば」は平成２５年１月にオープン予定です。登録団体の皆様を対象として年明けにサイト活

用の講習会を開催しますので、ご参加下さい。（別途ご案内予定） 

応募方法： 

①氏名、②連絡先、③団体名を下記のい

づれかにより連絡してください。 

電話(午後 1 時～5 時、2964-2511)､

FAX(2964-2519 

E-Mail（center@machisapo.com）


